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研究成果の概要（和文）：本研究は語彙素単位の形態論を用いて派生諸現象の共時的・通時的分析を行った。扱った現
象は広範囲にわたり、派生プロパーの現象のみならず、統語論と形態論の相関、語用論と形態論の相関、言語接触の現
象、文字という現象も含まれる。結果として2つの仮説を導いた。
①品詞を変える派生には2種類がある。1種類目はtranspositionもしくは統語構造上の機能範疇に対応するものである
。2種類目はそれ自身が語彙範疇を持つような接辞によるものである。②人間の言語能力としての形態論の役割は、意
味と形の間のマッピングの処理にある。そのような関数的機能は形態論のみならず、人間の言語活動の様々な領域に見
出すことができる。

研究成果の概要（英文）：This study has inquired into linguistic derivational morphology both 
synchronically and diachronically, using the framework of Lexeme-Morpheme Base Morphology (LMBM) (Beard 
1995). The target phenomena concern not only derivational morphology per se but also the interaction 
between syntax and morphology, the interaction between morphology and pragmatics, contact linguistic 
phenomena, and Japanese orthography. Through the detailed investigation of apparently independent and 
distinct linguistic phenomena from the viewpoint of LMBM, this study has reached the following two 
overarching hypotheses about morphology. 1 There are two types of category-changing derivation. The first 
type involves transposition or mapping from a syntactic functional category. The other type involves 
affixes which possess syntactic category information. 2 The role of morphology in human linguistic 
competence lies in the successful mapping between abstract semantic features and concrete perceptible 
objects.

研究分野：英語学

キーワード： 派生形態論　語形成　接辞　分離仮説　形容詞　接触言語学　日本語漢字
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１．研究開始当初の背景 
 
言語学分野形態論研究での古くからの論
争点の一つとして、形態論の基本単位は「形
態素」 (morpheme) であるか「語彙素」
(lexeme)であるかという問題がある。形態素
単位の形態理論では語彙素と接辞はいずれ
も形態素、すなわち意味と音の結合形として
同等の扱いがなされ、形態論の各種現象は形
態素の結合として分析される。他方、語彙素
単位の形態理論の枠組みでは各種形態現象
を語彙素に対する抽象的プロセスとして捉
え、接辞の付加を含む音形の変化はその抽象
的形態プロセスの具現にすぎないと分析さ
れる。 
語彙素単位の形態論は従来の形態素単位
の形態分析（生成文法では Selkirk (1982)、
Di Sciullo and Williams (1986)、Lieber 
(1992)等）の問題点を克服する枠組みとして
提案されたものであるが、屈折と派生でその
研究進度が大きく異なるという問題を抱え
ている。Anderson (1992)、Aronoff (1994)、
Stump (2001) など、語彙素単位理論の多く
は屈折を主な分析対象としており、派生に関
しては Aronoff (1976) 以降、Beard (1995)
の Lexeme-Morpheme Base Morphology  
を除き、本格的な研究や目立った進展がない。
これは、Carstairs-McCarthy (2005) が指摘
するように、形態素という概念の問題点が顕
著に現れるのは屈折においてであり、派生は
伝統的な形態素による記述・分析でも一見す
ると問題がないからと考えられる。 
しかし、派生が人間の言語知識の一部を構
成している限り、語彙素単位理論でもそれを
軽視することはできないはずであり、また、
屈折と派生を均等に扱ってはじめて真に形
態素単位の形態理論に代わる仕組みとなり
うるはずである。本研究では、日英語を中心
データとして、語彙素単位理論の派生への適
応可能性を追求する。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、Robert Beard による

Lexeme-Morpheme Base Morphology （以
下、LMBM と略記する）を用いて派生形態
論の諸現象を分析し、語彙素基盤の形態理論
の派生における適用可能性について検討す
ることである。 

LMBM の核となる考え方は次の二つであ
る： 

 
(1) 語彙素と接辞（を含む文法的形態素）を
明確に区別する。 

(2) 形態現象のプロセス面（特性・素性の変
化）と音形具現面（音形の変化）を分離
する。これを「分離仮説」と呼ぶ。 

 
これらの考え方の経験的妥当性を、日英語
を中心に様々な言語の派生現象を対象とし

て検証する。まず、(1) の考え方は、複合と
接辞付加の区別と連動するもので、語彙素単
位理論の多くではこれら二つは全く性質の
異なる現象として分析される（Anderson 
(1992: 11章)、Aronoff (1994: 1章)）。様々な
言語における語彙素と接辞の区別、複合と接
辞付加の区別、及び、しばしばそれら二つの
間の中間的カテゴリーとされる要素（例えば
英語の連結形）について、文法化という通時
的過程の影響や形態素の拘束性（boundness）
のもつ文法的意味合いも考慮に入れながら、
検討する。 
次に、(2) の考え方については、LMBMが
提唱する四つの派生プロセス（①語彙素が持
つ各種素性の値を変更する操作である
Feature Value Switch、②語彙素の統語範疇
を変える操作である Transposition、③語彙
素の文法的・意味的機能を変える操作である
Functional L-Derivation、及び、④ 指小辞
付加などの Expressive Derivationの四つ）
をたたき台として、検証する。特に、LMBM
は印欧語のデータを基に構築された理論で
あるので、日本語その他の印欧語以外の言語
への適用は、本研究課題の目的にとって、不
可欠な作業である。 
理論的課題としては、上記の経験的な検証
の結果を基に LMBM の各種仮説の妥当性を
検証し、必要であれば仮説の修正、削除、も
しくは追加を行い、派生をも扱える語彙素基
盤の形態理論の姿を明らかにすることであ
る。例えば、LMBM では接頭辞付加と接尾
辞付加を同じ仕組みで扱うが、研究代表者の
研究（Nagano (2011a/b)）を考慮に入れると、
接頭辞に関しては新たな、つまり、接尾辞に
関するものとは異なる仮説が必要である。ま
た、複合の扱いについては LMBMと Aronoff 
(1994) らとでは大きく異なるが、そのいずれ
が妥当であるかについても、上記の経験的検
証を元に答えを出すことができる。 
 
３．研究の方法 
 
形態論・語形成を専門とする研究代表者と、
生成統語論を専門とする研究分担者１名の
計 2 名で、4 年間の共同研究を行った。それ
ぞれの専門分野で関連文献を探し精査する
とともに、研究代表者は印欧語のデータを集
めるのに対し、研究分担者はアジア諸語（特
に日本語）のデータを集めるという分担にし
た。データ収集に関しては専門文献、辞書や
コーパスを用いるとともに、母語話者へのイ
ンフォーマントチェックも随時行った。 
 ある現象の分析がある程度固まった段階
で、海外の学会（国際形態論学会, 地中海地
域形態論学会, イギリス言語学会，欧州言語
学会など）で発表し、様々な言語の専門家や
異なる立場から意見をもらうよう心がけた。
また、国内では、形態論関連講義を大学院で
行い、参加者と議論を進めるとともに、形態
論の月例研究会 Lexicon Study Circle に出



席し最新情報を集めるようにした。研究の流
れや発展を優先することとし、応募時点では
念頭になかった現象や問題点でも積極的に
取り入れるようにした。 
 
４．研究成果 
 
平 成 24 年 度 か ら の 4 年 間 、
Lexeme-Morpheme Base Morphology という語
彙素単位の形態論として最も精緻化された
理論を用いて、日英語の諸現象の共時的・通
時的分析を重ねてきた。扱った現象は広範囲
にわたり、派生・語形成プロパーの現象のみ
ならず、統語論と形態論の相関、語用論と形
態論の相関、言語接触の現象、文字という現
象も含まれる。このような研究活動を踏まえ、
現時点で、語彙素基盤の形態論と派生現象に
関して、以下 2つの結論を得ている。 
 
 「2種類の派生」仮説 
派生と屈折の最大の違いは、派生は「語の品
詞を変える」という点である。品詞を変える
派生には 2 種類があり、(i) transposition
もしくは統語構造上の機能範疇によるもの
と、(ii) それ自身品詞を持つ接辞の付加に
よるものがある。接辞としては、(i) 
transposition プロセスもしくは機能範疇の
具現形としての接辞と(ii) 語彙素に近い接
辞の 2種類が存在する。 
 “Separationist morphology is 
everywhere”仮説 

人間の言語能力という観点から見た場合、分
離仮説はどのような意味をもつだろうか。人
間の言語能力としての形態論の役割は、意味
（抽象的素性）と形（具体的音形）の間のマ
ッピングの処理にあると考えられる。そして、
そのような関数的機能は形態論のみならず、
人間の言語活動の様々な領域に見出すこと
ができる。 
 
この 2つが本研究活動を通して得られた最も
重要な結論である。これらは仮説であり、今
後さらなる研究、とりわけ、日英語の形容詞
派生に関する研究を通じて検証を重ねてい
く予定である。 
 以下では、(1)- (7) として、より具体的
な研究成果を報告する。 
 
(1) 日英語の派生接頭辞について 
 形態素単位の理論と語彙素単位の理論を
比較する形で日英語の派生接頭辞類を包括
的に分析した。その結果、日本語で「接頭辞」
とされる要素の大部分、及び、英語の派生接
頭辞 4 タイプのうちの 2 タイプについては、
接辞（機能的形態素）ではなく語彙素として
分析するべきであることが明らかになった。 
 
(2) 日英語の等位複合語について 
 LMBM を用いて、日本語・中国語を始めとす
るアジア諸語と、英語・オランダ語・フラン

ス語を始めとするヨーロッパ諸語それぞれ
における等位複合語の分析を行った。アジア
諸語では、意味に依存しないタイプの等位複
合語が非常に生産的であることを示し、形態
素という単位に還元できない複合語がある
ことを明らかにした。 
 
(3) 文字と形態理論の関係について 
 語彙素単位と形態素単位という形態理論
の対立は、書記法、特に日本語の漢字の使用
法にも光を当てるものであることがわかっ
た。音読みと訓読みという 2つの読みを同時
に持つという日本漢字の特異性は、語彙素基
盤の形態理論で説明可能であることを発見
した。 
 
(4) Combining forms と Linking elements
について 
 新古典複合語を形成する要素に combining 
forms と linking elements がある。Combining 
forms については、拘束性 (boundedness) と
ゲルマン系本来語との同義性が問題となる。
一方、Linking elements の問題点は「意味を
特定できない」という点である。これらにつ
いて LMBM での説明可能性を検証した。
Combining forms については、語彙素の
suppletion という分析、linking elements
については機能的形態素としての分析を試
みた。また、combining forms と日本語漢字
の類似性も明らかにした。 
 
(5) 名詞から形容詞への派生について 
 日英語を比較すると、名詞から形容詞への
派生において大きな違いが観察される。英語
その他の印欧諸語の派生形容詞には「性質形
容詞」類のみならず「関係形容詞」類がある
のに対し、日本語の派生形容詞には前者の類
しか存在しない。この違いについて、Baker 
(2003)の品詞論、direct modification vs. 
indirect modification ( 関 係 詞 ) vs. 
compounding における修飾関係の質的構造的
違い、日英語での単純（非派生）形容詞の内
部構造の違いなどの観点から検証を重ねた。
関係形容詞接辞は Pの拘束具現形であり、ゆ
えに関係形容詞は PP と名詞句の修飾子とし
て相補分布を示す。一方、性質形容詞接辞は
それ自身がAという品詞を持つ接辞類である。
日本語には前者のタイプの接辞が存在しな
い。英語が関係形容詞接辞を使う時、日本語
は属格形態素を使って分類機能を持つ修飾
子を作り出す。属格形態素だけでなく、様々
な classifier も名詞分類のために活用され
る。 
 なお、英語の関係形容詞を分析した論文、
Nagano (2013) “Morphology of direct 
modification.” (English Linguistics 
30:1) により、日本英語学会から、2013 年度
EL 研究奨励賞と日本英語学会賞（論文）を授
与された。 
 



(6) 日本語地域方言における文末詞につい
て 
 派生形態論という範囲を超えるものであ
るが、博多方言の文末詞タイ・バイについて
LMBM の分離仮説とカートグラフィー統語論
を用いて分析を行った。タイとバイの正体は
これまで不明であったが、これらは焦点辞で
あり、タイが対照焦点 (identificational 
focus) をマークするのに対しバイは情報焦
点 (presentational focus) をマークするも
のであることを発見した。 
 
(7) 英語の前置詞の日本語への借入につい
て 
 接触言語学（contact linguistics）の現
象、とりわけ借入や code-switching といわ
れる現象においても LMBM の分離仮説は有効
であることを示した。現象としては英語から
日本語に取り入れられた前置詞要素に着目
した。世界最大のユーザー参加型レシピサイ
トと言われるCookpadをコーパスとして用い
て、料理名の名づけにおいて英語前置詞がど
のように使用されているかを詳細に検討し
た。日本語の位置変化動詞の同義語として使
われる場合と、英語の前置詞の機能を維持し
た名詞連結辞として使用される場合、その 2
大タイプがあることを明らかにした。 
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